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IE比の多寡が、実験院短spiration
nncumoniaのガス交換に及ぼす影響を比較検
討したので報告する。[対象および方法l
平均体重15.5kgの雑種成犬24頭を対象に
麻酔後気管内挿管し、 Servo900Cを用いて
Fr02を0.33、換気回数を毎分20岡、更にIE
比を1:2に設定したvolumecon trol 
ventilation (以下VCV)を行い、 ETC02が
35"'40mmHgとなるように一恒換気量を調整
した。この状態明.1規定塩酸2ml/kgを気管
内に注入し、 aspirationpneumoinaモアル
を作成した。
Pa02の低下を纏認した後、 8時間VCVに
て人工呼吸した群を対照群とした。これに対し
て、モデj昨ぽ街E出:1のIVCVに換矧革式
を変更した群をA群とした。 同様に、モデル作成
種目E比3:1のIVCVに換気様式を変更した群をB
群とした。
全群において8時間にわたり、動脈血及て組
合静脈血ガス分析、気道内圧、肺水分量係数、
心拍出量などを測定した。
[結果]
1) 全群においてPa02は、塩酸注入により
約1/2へと有意に低下し、以後経時的に低下し
た。群聞における差は認められなかった。
2) 全群においてPaC02は塩酸注入によ
り、若干低下した。対照群ではPaC02は、モ
デJL作成後6時間そのレベルを保ったが、 7時間
以後有意に上昇した。 A群 -B群ではPaC02
は、 1時間以降経時的に上昇し、対照群よりやや
高値で推移したが、有意差は認められなかっ
た。
3) 全群においてシャント率は、モデル作成
後上昇し、以経時的に上昇した。 A群 -B群では
シャント率は、 4時間以降対照群に比し若干低値
で推移したが、有意差は認められなかった。 6時
間以降A群は、 B群よりやや低値で推移する傾向
が認められた。
4) 全群において最高気道内圧は、塩酸注入
により約4cmH20上昇し、以後対照鮮では経
剛 9に上昇した。 A群 -B群では塩酸狩入により
約7cmH20上昇し、以後ほぼそのレベルを保
ったまま経過して、 5時間以後は対照群と差が認、
められなくなった。

5) 全群において平均気道内圧は、塩酸注入
により約1cmH20上昇し、対照群では以後経
時的に上昇した。 A群では以後平均去樋内圧は約
5cmH20、B群では約7mH20上昇して推移
した。
6) 全群においてautoPEEPは、塩酸注
入により約1cmH20上昇し、以後若干上昇し
た。 IE比が大きくなるとautoPEEPは上昇す
-る傾向がああるが、 有意業は認められなかっ
た。
7) 全群において肺水分量係数は、モデル作
)JXj後経時的に上昇したが、換気様式による差は
認められなかった。
8) 全群において心係数は、経剛句に低下し
たが、換気様式による差は認められなかった。
[考察]
aspiration pneumoniaを対象にした今

回の砂~では、 IE比を大きくしてもPa02に差
は認められなかった。とれは換気隊式が矩形波
の吸気軒磁を用いたVCVであったために、 IE
比を大ぎくすると吸気流速が低くなり、肺胞内
圧が十分に上昇せi、alveoleropening
pressueに達しなかったためではないかと思わ
れた。
今までに検討した、各病態におけるVCVに
よるIRVの効果の結巣では、オレイン酸静注に
よる肺水腫モデルでは、 IRVを行っても酸素化
能は改善しなかったが、換気効率はやや改善し
た。生理食塩水による肺洗浄を行ったRDSモデ
ルでは、酸素化能、換気効率ともに改善した。
しかし今回発表した、気管内塩酸注入による
aspiration pneumoniaモデルでは、酸素化
能の改善がみられないだけではなく、換気効率
もやや悪化した。
このようにIRVの効果は、病態により比較的
強く異なることが判明した。
[縦割
IE比を大きくしても、酸素化能の改詩は認め
られなかった。
一方IE比を大ぎくすると、換気効率悩H二悪
化したが有意差は認められなかった。


